
輸入自動車業務と経営及び育成
梁瀬　次郎

〈2001年 殿堂入り〉

29年（1954）、フォルクスワーゲン車の総代理権獲得、昭和36年（1961）、ボルボ車の販売開始、昭和42年

を兼務した。
※文中の平成5年は西暦1993年となります

梁瀬　次郎（やなせ　じろう）　略歴

（財）全日本交通安全協会副会長
（鈴木一義）
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1950年代初頭のヤナセ芝浦本社屋

三井物産機械部自動車陳列場（梁瀬商会の前身）

三井物産時代の梁瀬長太郎

梁瀬商会時代の新聞広告

1952（昭和27）年、メルセデス・ベンツの前で
1923（大正12）年4月、欧米諸国への視察をひか
えての家族写真。左端の長太郎と隣に次郎

1915（大正4）年、ヤナセが初輸入したビュイック

1923（大正12）年、芝浦工場に陸揚げされるビュ
イック。外国車の輸入は、体積を小さくするた
めにパーツごとに分解され輸入されていた。リ
ムジン型の完成車は一台ずつ箱詰めされていた
が、ボディはヤナセで製作取り付けを行なった

1952（昭和27）年に初輸入されたメルセデス・ベンツ170V

2004（平成16）年、米国自動車殿堂入り（提供：日刊自動車新聞社）

※220頁～221頁の画像はヤナセ提供及び『ヤナセ100年の轍
わだち

』2015年刊（株式会社ヤナセ発行）より転載

皇室に納入されたキャデラック

1952（昭和27）年にフォルクスワーゲン
社が持ち込んだ輸入第1号車のTYPEⅠ

1960（昭和35）年から1974（昭和49）年
までボルボの日本総代理店はヤナセの
子会社が務めた

1969（昭和44）年に社名を変更

1977（昭和52）年からコーポレートス
ローガンを統一

薫陶を受けた吉田茂元首相と。大磯の私邸に招かれて


